
　
一
月
十
三
日

　
今
日
か
ら
早
朝
の
散
歩
を
日
課
に
し
よ
う
と
決
め
て
い
た
が
生
憎
の
雨
。

こ
う
い
う
も
の
だ
。
九
時
世
田
谷
村
を
発
つ
。
十
時
半
蔵
門
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

ホ
テ
ル
。
原
口
氏
と
待
ち
合
わ
せ
の
時
間
に
大
分
ゆ
と
り
が
あ
る
の
で
、
ぼ

ん
や
り
プ
ロ
ダ
ク
ト
の
件
等
考
え
る
。
十
一
時
前
内
閣
府
打
ち
合
せ
。
十
二

時
過
研
究
室
。
厚
生
館
、
他
打
ち
合
わ
せ
。
十
五
時
二
年
製
図
講
評
会
。
十

八
時
途
中
で
抜
け
る
。
二
年
生
の
講
評
は
難
し
い
。
馬
場
さ
ん
夫
妻
来
室
。

打
ち
合
わ
せ
。
今
年
は
急
に
と
言
っ
て
良
い
程
沢
山
な
人
が
訪
ね
て
下
さ
る

な
。
単
に
Ｔ
Ｖ
の
影
響
で
は
な
く
、
も
う
少
し
計
り
大
き
な
う
ね
り
だ
と
良

い
の
だ
け
れ
ど
。

　
一
月
十
四
日

　
朝
八
時
屋
上
菜
園
に
上
る
。
冷
気
厳
し
く
壮
快
。
家
内
と
し
ば
ら
く
遠
く

の
富
士
山
を
眺
め
た
。
丹
沢
か
ら
奥
多
摩
、
秩
父
連
山
ま
で
一
望
の
許
で
こ

れ
が
世
田
谷
村
の
自
慢
だ
。
都
心
方
向
を
振
り
返
れ
ば
マ
ン
シ
ョ
ン
の
狭
間

に
東
京
タ
ワ
ー
が
し
ょ
ん
ぼ
り
視
え
る
。
猪
苗
代
湖
か
ら
持
ち
帰
っ
た
山
の

草
が
芽
を
出
し
花
を
咲
か
せ
て
い
る
。
水
仙
も
い
く
つ
か
咲
い
て
い
て
、
凄

い
霜
柱
で
は
あ
る
が
屋
上
の
植
物
達
も
そ
れ
な
り
に
生
き
て
い
る
。
十
時
研

究
室
、
九
大
学
生
相
談
。
十
一
時
発
、
大
野
と
上
福
岡
の
千
代
田
さ
ん
宅
へ
。

十
二
時
過
駅
迄
御
主
人
が
迎
え
に
出
て
下
さ
っ
て
、
物
件
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
ー
へ
。
コ
ン
ビ
ニ
を
一
部
住
宅
兼
ア
ト
リ
エ
に
再
生
し
よ
う
と
言

う
、
変
則
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
あ
る
。
コ
ン
ビ
ニ
内
で
十
五
時
半
迄
打
ち
合

わ
せ
。
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
と
言
う
事
に
な
る
。
コ
ン
ビ
ニ
が
家
に
な
る
の

も
面
白
い
で
は
な
い
か
。
十
六
時
半
沢
山
お
み
や
げ
を
頂
い
て
研
究
室
に
戻

る
。
幾
つ
か
打
ち
合
わ
せ
。
十
七
時
過
ぎ
高
松
の
西
岡
さ
ん
来
室
。
三
月
よ

り
石
山
研
究
室
メ
ン
バ
ー
と
し
て
加
わ
っ
て
も
ら
う
事
に
な
っ
た
。
三
好
シ

ュ
タ
ー
ク
綾
さ
ん
と
共
に
上
海
ス
タ
ジ
オ
で
見
つ
け
た
人
材
で
あ
る
。
十
八

時
半
三
好
さ
ん
来
室
。
夫
君
オ
リ
バ
ー
・
シ
ュ
タ
ー
ク
氏
来
室
。
研
究
室
で

歓
談
後
高
田
馬
場
の
ビ
ア
・
レ
ス
ト
ラ
ン
で
会
食
。
今
年
新
加
入
の
人
材
は

こ
れ
で
出
そ
ろ
っ
た
か
。
今
年
か
ら
女
性
主
体
の
メ
ン
バ
ー
に
な
り
そ
う
だ

が
中
途
半
端
な
状
態
よ
り
は
ま
し
だ
ろ
う
。
普
通
に
考
え
れ
ば
異
常
な
事
態

で
は
あ
る
が
、
仕
方
な
い
な
コ
レ
ワ
。
二
人
共
に
三
〇
才
位
の
女
性
だ
が
、

社
会
的
な
問
題
意
識
も
は
っ
き
り
し
て
い
て
、
競
走
馬
に
例
え
れ
ば
、
ゲ
ー

ト
に
入
っ
て
、
チ
ョ
ッ
ト
入
れ
込
ん
で
い
る
風
が
仲
々
心
強
い
。
二
十
三
時

世
田
谷
村
に
戻
る
。
自
然
な
よ
う
な
、
し
か
し
不
可
解
な
時
代
に
な
っ
た
な
。

今
日
は
早
稲
田
の
文
学
部
長
か
ら
連
絡
を
い
た
だ
き
、
文
学
部
の
共
同
研
究

に
加
え
て
い
た
だ
く
事
に
な
っ
た
。
光
栄
で
あ
る
。
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